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ロ
ー
タ
リ
ー
親
睦
活
動
月
間 

令
和
４
年
６
月
９
日
（
木
） 

 
 

 

会
員
卓
話 

     

会
員
54
名 

出
席
計
算
数 54

名
中
54
名
出
席 

出
席
率
１
０
０
％ 

前
々
回
出
席
率
１
０
０
％ 

  
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
横
川
親
睦
活
動
委
員
長 

・
最
終
夜
間
例
会
の
ご
案
内 

★
会
員
卓
話 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
我
等
の
生
業
」 

 
 

（
歌
唱
な
し
） 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

岡
部
さ
ん
お
話
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

近
藤 
明
美 

岡
部
さ
ん
卓
話
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

大
原 

敏
正 

加
藤
已
千
彦
・
髙
木 

政
義 

卓
話
楽
し
み
で
す
。 

 

川
合 

美
幸 

岡
部
さ
ん
卓
話
楽
し
み
で
す
。 

木
村 

光
徳
・
杉
本 

忠
夫 

堀
江 

英
弥
・
仲
林 

宏
昌 

岡
部
さ
ん
の
お
話
し
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。 

大
西 

 

壮
・
近
藤
宏
一
郎 

横
井 

 

衞
・
岡
村 

隆
德 

岡
部
さ
ん
本
日
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

木
村 

吉
伸
・
丹
下 

富
博 

本
日
の
卓
話
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

新
井 

雅
博 

本
日
卓
話
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

岡
部 

快
圓 

岡
部
さ
ん
卓
話
楽
し
み
で
す
。
藤
田
さ

ん
退
院
お
め
で
と
う
。 

吉
田 

隆
彦 

ご
無
沙
汰
し
て
い
ま
す
。
尾
上 

 

昇

先
日
の
新
旧
引
き
継
ぎ
お
疲
れ
様
で
し

た
。 

 
 

 
 

 
 

 

松
岡 
 

毅 

岡
部
さ
ん
楽
し
み
に
し
て
ま
す
！
月
曜

日
、加
藤
さ
ん
、吉
田
憲
一
さ
ん
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

林 
 

順
治 

岡
部
さ
ん
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
先

日
の
引
き
継
ぎ
会
お
疲
れ
様
で
し
た
。

加
藤
さ
ん
、吉
田
憲
一
さ
ん
、月
曜
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

柗
井 

 

健 

誕
生
月
で
す
。
誕
生
日
は
ヒ
ル
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

渡
辺 

観
永 

本
日
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

深
谷 

昭
広 

  
直
前
会
長
挨
拶 

 
 

大
原 

敏
正 

皆
さ
ん
こ

ん
に
ち
は
。

今
日
も
会
長

代
理
の
ご
挨

拶
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま

す
。
本
日
の

卓
話
は
岡
部 

快
圓
さ
ん
に
よ
る
ロ
ー
タ
リ
ー
の
話
で

す
。
大
変
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

先
日
の
ボ
ク
シ
ン
グ
バ
ン
タ
ム
級
、

３
団
体
統
一
タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
の
井
上

尚
弥
と
ノ
ニ
ト
・
ド
ネ
ア
戦
は
、
皆
さ

ん
も
ご
覧
な
ら
れ
た
事
と
思
い
ま
す
が
、

最
近
の
ス
ポ
ー
ツ
界
の
中
で
、
最
高
の

試
合
で
し
た
。
感
動
し
ま
し
た
。
負
け

た
ド
ネ
ア
の
清
々
し
い
コ
メ
ン
ト
も
心

を
打
ち
ま
し
た
。
今
朝
も
録
画
を
５
回

見
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
見
て
い
な
い
方

は
ア
マ
ゾ
ン
プ
ラ
イ
ム
で
見
ら
れ
ま
す

の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

今
日
も
歯
の
話
を
し
ま
す
。
皆
さ
ん

は
体
に
出
来
る
石
、
結
石
を
ご
存
知
の

事
と
思
い
ま
す
。胆
石
、腎
臓
結
石
や
膀

胱
結
石
、
尿
管
結
石
な
ど
が
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
か
な
り
の
激
痛
を
伴
い

ま
す
が
、
歯
科
で
も
結
石
が
あ
る
事
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？ 

歯
石
？
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
違
い
ま
す
。
実
は
歯
の
中
、
歯
の

神
経
の
中
に
石
が
出
来
て
大
き
く
な
る

の
で
す
。
歯
の
神
経
を
歯
髄
と
言
い
ま

す
の
で
歯
髄
内
結
石
と
言
い
ま
す
。
主

に
奥
歯
、臼
歯
に
で
き
ま
す
。結
石
が
で

き
て
も
症
状
は
ほ
と
ん
ど
が
無
症
状
で

す
が
、
中
に
は
激
痛
を
伴
う
事
が
あ
り

ま
す
。 

歯
の
神
経
、
歯
髄
の
中
で
遊
離
し
た

形
で
成
長
す
る
タ
イ
プ
と
、
神
経
の
壁

の
部
分
に
く
っ
つ
い
て
成
長
す
る
タ
イ

プ
が
あ
り
、ほ
と
ん
ど
が
壁
に
く
っ
つ
い

て
成
長
す
る
の
で
痛
み
を
伴
わ
な
い
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、
中
に
は
神
経
の

中
で
遊
離
し
た
状
態
で
成
長
す
る
物
が

あ
り
、
何
ら
か
の
影
響
で
こ
の
結
石
が

動
く
と
神
経
に
じ
か
に
触
れ
て
い
ま
す

の
で
大
激
痛
が
起
こ
る
の
で
す
。
何
十

分
、何
時
間
も
激
痛
が
続
き
、鎮
痛
剤
も

効
き
に
く
い
状
態
と
な
り
ま
す
が
、
突 

然
痛
み
が
な
く
な
り
ま
す
。
気
圧
の
変

化
で
起
こ
る
事
も
あ
り
飛
行
機
で
の
移

動
中
で
起
き
る
と
大
変
で
す
。
私
の
患

者
さ
ん
で
２
人
お
ら
れ
ま
し
た
。
治
療

方
法
は
神
経
ご
と
取
り
除
き
ま
す
。
結

石
は
大
き
い
物
で
ご
は
ん
粒
半
分
く
ら

い
あ
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
レ
ン
ト
ゲ
ン
で

も
映
り
ま
す
の
で
診
断
に
役
立
ち
ま
す
。

 

さ
て
原
因
で
す
が
、
ま
だ
不
明
な
部

分
も
あ
り
ま
す
が
臼
歯
に
特
徴
的
に
発

生
し
ま
す
の
で
、
嚙
み
締
め
に
よ
る
歯

の
神
経
の
循
環
不
全
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

嚙
み
締
め
に
よ
っ
て
顎
関
節
症
も
起
き

や
す
い
の
で
す
が
、
歯
の
割
れ
と
共
に

歯
髄
内
結
石
も
要
注
意
な
の
で
す
。 

歯
科
で
は
他
に
唾
石
、
唾
液
の
出
る

唾
液
腺
か
ら
の
管
に
出
来
る
物
で
す
。

食
事
に
関
連
し
て
激
痛
が
出
る
の
で
す

が
、
ま
た
の
機
会
と
し
ま
す
。 

「
今
日
も
１
日 

笑
顔
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
」 

  

会
員
卓
話       

岡
部 

快
圓
さ
ん 

「
我
が
ロ
ー
タ
リ
ー
」 

Ｒ
Ｉ
第
２
７
６
０
地
区 

パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー 

（
02-

03
年
度
）

 

１
９
０
５
年

２
月
23

日
ポ

ー
ル
・
ハ
リ
ス

他
３
名
（
シ
ル

ベ
ス
タ
ー
・
シ
ー

ル
、
ハ
イ
ラ
ム
・

シ
ョ
ー
レ
ー
、
ガ 

ス
タ
ー
バ
ス
・
ロ 
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ア
）
が
シ
カ
ゴ
・
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

を
設
立
。
初
代
会
長
は
シ
ル
ベ
ス
タ
ー
・

シ
ー
ル
。
例
会
は
各
会
員
事
務
所
リ
レ

ー
か
ら
変
更
し
て
第
７
回
を
パ
ー
マ
ー

ハ
ウ
ス
・
ホ
テ
ル
で
新
た
に
昼
食
付
き

で
行
な
い
、
そ
の
後
暫
く
は
ホ
テ
ル
巡

回
で
開
催
。 

親
睦
か
奉
仕
か 

で
揉
め
た
例
会

の
雰
囲
気
を
和

ら
げ
る
為
ハ
リ

ー
・
ラ
グ
ル
ス

が
歌
を
歌
っ
た

の
が
ロ
ー
タ
リ

ー
ソ
ン
グ
の
始

ま
り
。 

１
９
０
６
年

１
月
シ
カ
ゴ
Ｒ

Ｃ
定
款
制
定
。 

「
相
互
扶
助
と 

親
睦
の
概
念
」

が
記
さ
れ
た
定

款
第
２
条
は
、

ド
ナ
ル
ド
・
カ

ー
タ
ー
の
直
言

に
よ
り
、
後
に 

「
社
会
奉
仕
概 

念
」
が
追
加
さ

れ
る
。 

１
９
０
７
年 

地
域
社
会
に
対 

す
る
奉
仕
の
一

環
と
し
て
公
衆 

便
所
設
置
の
市 

民
運
動
を
喚
起 

し
、１
９
０
９
年

に
市
内
２
ヶ
所

に
設
置
。 

１
９
１
０
年

全
米
ロ
ー
タ
リ 

ー
・
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
誕
生
。
後
年
こ

れ
を
Ｒ
Ｉ
の
創
立
と
位
置
付
け
た
。
ポ

ー
ル
・
ハ
リ
ス
が
初
代
会
長
、
チ
ェ
ス

レ
ー
・
ぺ
リ
ー
が
初
代
事
務
総
長
と
な

る
。 １

９
１
２
年
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク

ラ
ブ
連
合
会
50
Ｒ
Ｃ
、６
，０
０
０
人
が

参
加
、
ロ
ー
タ
リ
ー
年
度
を
大
会
翌
日

開
始
。
エ
ド
ガ
ー
・
ア
レ
ン
等
に
よ
り
国

際
身
体
障
害
児
協
会
の
設
立
に
繋
が
る
。 

１
９
１
４
年
第
１
次
世
界
大
戦
勃 

発
（
１
９
１
４
～
１
９
１
８
）
イ
ギ
リ
ス
と

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
戦
争
難
民
救
済
活
動

が
始
ま
る
。（
国
際
奉
仕
の
萌
芽
） 

１
９
１
５
年
ロ
ー
タ
リ
ー
道
徳
律
の

採
択
（
職
業
奉
仕
基
準
の
確
立
） 

我
が
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
は
中
ロ
ー
タ

リ
ー
を
親
ク
ラ
ブ
と
し
て
創
立
15
周
年

の
記
念
事
業
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。 

  

キ
ー
メ
ン
は
山
田
昇
平
氏
・ 

天
野
道

造
氏
・
松
岡
浩
一
氏
・
高
木
哲
朗
と
当

方
の
５
名
で
、
中
ク
ラ
ブ
の
拡
大
委
員

の
方
々
と
大
須
観
音
で
準
備
委
員
会
を

何
度
も
何
度
も
開
催
致
し
ま
し
た
。 

  

中
ク
ラ
ブ
の
方
々
の
ロ
ー
タ
リ
ー
用

語
が
さ
っ
ぱ
り
理
解
出
来
ず
、
チ
ン
プ

ン
カ
ン
プ
ン
の
状
態
で
し
た
。
そ
ん
な

私
が
38
年
在
籍
さ
せ
て
頂
き
色
々
経

験
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

山
田
昇
平
氏
よ
り
ロ
ー
タ
リ
ー
の
哲

学
と
厳
し
さ
を
徹
底
的
に
指
導
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
出
席
は
４
回
連
続
欠
席
す

る
と
資
格
を
失
う
、
欠
席
し
た
時
は
必

ず
メ
ー
ク
ア
ッ
プ
す
る
、
ク
ラ
ブ
の
出

席
率
は
１
０
０
％
を
目
指
す
。
メ
ン
バ

ー
の
職
業
分
類
は
一
人
一
業
種
、
テ
リ

ト
リ
ー
は
特
に
厳
格
で
中
区
の
若
宮
大

通
以
南
と
隣
接
区
、
地
区
の
諸
行
事
は

必
ず
出
席
す
る
こ
と
等
、
厳
し
い
中
に

も
親
睦
を
深
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。  

哲
学
に
就
い
て
は
例
会
に
於
い
て
奉

仕
理
念
を
学
び
、
出
で
て
奉
仕
の
実
践

を
行
う
。
特
に
職
業
奉
仕
に
就
い
て
は

ロ
ー
タ
リ
ー
の
根
幹
な
の
で
特
に
厳
し

く
、
メ
ン
バ
ー
一
人
一
人
が
、
自
分
の

職
業
の
代
表
で
あ
る
か
ら
そ
の
職
業
の

品
位
を
高
め
、
ひ
い
て
は
自
分
の
所
属

す
る
組
合
の
職
業
理
念
の
高
揚
に
貢
献

す
る
。 

               

し
か
し
、
現
在
で
は
全
て
の
理
念
が
緩

和
さ
れ
、増
強
、拡
大
を
最
優
先
す
る
状

況
で
す
。 

先
般
、
規
定
審
議
会
に
参
加
し
た
折
、

職
業
を
持
た
な
い
人
の
入
会
や
哲
学
の

伴
わ
な
い
奉
仕
活
動
等
、
日
本
と
世
界

の
ロ
ー
タ
リ
ー
の
価
値
観
の
違
い
を
痛

感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
Ｒ
．Ｉ
．の
会
長

の
任
期
は
１
年
な
の
で
目
に
見
え
る
成

果
が
優
先
さ
れ
る
の
も
宜
な
る
か
な
と

存
じ
ま
す
。 

こ
の
時
、
特
に
強
調
さ
れ
ま
し
た
の

が
ロ
ー
タ
リ
ー
の
柔
軟
性
で
す
。
例
会

の
回
数
は
現
行
の
週
１
回
で
も
２
回
で

も
ク
ラ
ブ
が
勝
手
に
決
め
れ
ば
良
い
と

の
事
で
す
。 

其
々
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ア
ン
が
定
款
に

抵
触
し
な
い
独
自
の
ロ
ー
タ
リ
ー
哲
学

を
持
つ
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

               

 

 

 

６
月
23
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

同
日 

最
終
夜
間
親
睦
例
会 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

 
 

 

３
Ｆ｢

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
間｣ 

受
付
18
時
00
分 

例
会
18
時
30
分 

６
月
30
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

定
款
規
定
に
よ
り
休
会 

７
月
７
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

次
年
度
会
長
・
幹
事
所
見 

次
年
度
会
長 

加
藤
已
千
彦
さ
ん  

次
年
度
幹
事 

吉
田 

憲
一
さ
ん  

７
月
14
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

次
年
度
委
員
長
所
見 

次
年
度
ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
会 

委
員
長 

松
岡 

 

毅
さ
ん  

次
年
度
職
業
奉
仕
委
員
会 

委
員
長 

田
崎 

雅
三
さ
ん  

次
年
度
社
会
奉
仕
委
員
会 

委
員
長 

渡
辺 

観
永
さ
ん  

次
年
度
会
員
組
織
委
員
会 

委
員
長 

杉
本 

忠
夫
さ
ん  

 
 

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

川
島 

勇
基
・
内
藤 

 

明

近
藤
宏
一
郎 

 
 

 
 

 
 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

＜現在のロータリー徽章＞ ＜エンブレムの変化＞

長年、歯車だけがロータリーの 

ロゴとして使用されていました

が、2013年ロータリーは公式

ロゴを拡張し、歯車のとなりに

“Rotary”の文字を入れました。

ロータリーの歯車は今も「誇り

のシンボル」です。 


